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参加メンバー紹介	

・小川	大貴(おがわひろき)	

	 	 	

国立のとあるスパニッシュバルに勤める本場スペイン人。ではなく、純度 100％日本人。

どこへ行ってもその彫りの深い外見から日本人だと思われず、何度言っても信じてもらえ

ない始末。見た目は大人なのに、中身は子供。そのわりに人生を悟っているから謎。お金に

目がなく、未来のリッチな CFO になるための第一歩として企業訪問では会社の方にたくさ

んの質問を投げかけた。持ち前のコミュニケーション能力と端正な容姿により、中国人の女

の子にかなりモテた。	

	

・賈婷婷(かていてい)	

	 	 	
中国・上海からはるばるやってきた大学院一年生。そのベビーフェイスとふわふわした外

見からは想像できないほどのタフさと行動力を持ち合わせる。中国語、日本語、英語を話す

トリリンガルで、加えて秋から韓国語の勉強も始めたいとのこと。まさにこのプログラムに

ふさわしい、世界を股にかける未来のグローバルリーダーである。そしてこれまた外見から

は想像できないがお酒と飲み会が大好きなかなりのパーリーピーポーであり、メルボルン
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では大好きなワインやビールを存分にたしなんだ。オーストラリアに来て成長したことは、

英語だけでなく日本語がかなり上達したことと、香港で関係のないディズニーランドのお

土産を買うという突飛な行動にでるほど自分を出せるようになったことである。	

	

・蘆田奈央(あしだなお)	

	

商学部 2 年の才女。英語の発音の良さで周りを圧倒するとともに、1 年次に第二外国語と

して学んだ中国語を用いて中国人学生とコミュニュケーションを取っていた(必死)。また

先ほど紹介したテイテイには毎日のように日本語を熱心に指導。その前に英語の練習をし

ろという話である。また本来の昼食であるホストマザーのサンドイッチに早々に飽きてし

まった彼女は、食費のみで月に 10 万円ほどつぎこんでいたという噂。昼休みには暇さえあ

ればタイ料理店に足を運んでいたそうなので、メルボルンに行く際は必ず彼女にコンタク

トをとっておこう。きっと有益なタイ料理情報を聞けるはずだ。	
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2017 年度春夏 GPP シラバス＆スケジュール	

2017年度	春夏学期	 短期海外研修（国際教育科目）	

モナシュ大学・グローバル・プロフェッショナル・プログラム（GPP）	

	

■担当教員	 	 高橋	紗弥子，秋庭裕子	

■開講学期・時限	 	 2017年度	夏学期	水曜日4時限	

■単位	 	 ６単位	

■質問等の連絡先・オフィスアワー	 	 	

高橋研究室（国際研究館６F）事前にメールで要連絡（s.takahashi@r.hit-u.ac.jp）	

■教授言語	 	 日本語	英語	

■学部・学年の指定	

※この授業は集中講義ではありません。グローバルポートフォリオ枠の授業で、春夏学

期に授業があります。	

学部２年生以上の学生を推奨しています。モナシュ大学での４週間のプログラムでは、

英語によるディスカッション、ケーススタディ、プレゼンテーション等が求められるた

め、下記のとおり語学要件を設けています。（要件を満たさない場合も教員と相談の上、

参加可能になることがあります。）	

	

・IELTS	5.5またはTOEFL	iBT	Overall71	

・TOEFL	ITP（一橋大学として、英語プレースメントテストとして使用）530	

・TOEIC	700	

【注意事項】	

・履修登録、成績評価の時期が通常の科目と異なります。	

・大学院生は単位が付与されません。	

・非正規留学生（交流学生・日研生）は履修できません。	

・本研修に参加する学生は、４月あるいは５月に実施される健康診断を受けてくださ

い。	

	

■授業科目の目的と概要	

本授業は、海外のビジネスシーンで必要となるスキルや異文化マネージメントなど、海

外で実力を発揮しグローバルに活躍するために求められる様々な能力の向上を目的として

います。授業の構成は下記のとおりです。	

① 事前オリエンテーション（春夏学期・水４限）	

現地研修前には、春夏学期の授業として事前オリエンテーションを実施します。授業の

中では、行動特性診断をとおして「自己」を振り返り、現地での４週間のパフォーマン

スに備えます。また、特に海外での活動で求められるであろう問題解決能力や自己内省
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力に関するトレーニングや、異文化理解、その他危機管理についてのオリエンテーショ

ンをおこないます。	

② ４週間のビジネスプログラム（オースストラリア/モナシュ大学）	

モナシュ大学での４週間の研修の基本スタイルは、さまざまなテーマに沿ったプロジェ

クトベースのアクティブ・ラーニングです。常に英語による積極的なディスカッション

が求められ、現場を想定した異文化マネージメントのケーススタディ、現地企業や日系

企業など数社への企業訪問、ビジネスコンペティションのプランニングとプレゼンテー

ションなど、海外におけるビジネス・カルチャーに関する学びと実践の機会が提供され

ます。また４週間ホームステイをしながら研修に臨みますので、オーストラリアという

多民族国家を生活レベルでも体感する機会が得られるでしょう。	

③ 研修報告＋報告書作成（帰国後）	

帰国後速やかに報告会をおこない、現地での研修やプロジェクトの内容、生活について

報告してもらいます。また、その内容をベースに報告書としてまとめる作業を課してい

ます。	

	

■他の授業科目との関連・教育課程の中での位置づけ	

５つの短期海外研修（香港中文大学、西江大学、シンガポール経営大学、モナシュ大学

GPP、スペイン企業派遣）の１つです。	

	

■授業の内容・計画（回数・日付・テーマ等）	

【履修登録】	

通常の履修登録と異なるプロセスになります。履修希望者は、4/5募集説明会後に「参

加希望届」を国際課へ提出してください。5/10面接・選抜を経て最終的に履修者が決ま

り、教員が教務課へ直接履修登録をおこないます。	

	

【授業スケジュール】（仮）	

４月５日（水）募集説明会	１回目：13：15～14：05	２回目：14：10～15：00	

※４月１９日（水）に実施される「留学フェア」（マーキュリータワー７Fホール）でも

説明ブースを設けています。	

４月２８日（金）募集〆切（「履修希望届」を国際課へ提出）	

５月１０日（水）面接	

５月２４日（水）エージェントによる研修内容、スケジュール、手続きの確認	

（～５月３１日	行動特性診断テスト（１回目）受検）	

５月３１日（水）問題解決能力と自己内省力（１）	

６月７日（水）	行動特性診断フィードバック（１回目）と解説	

６月１４日（水）危機管理オリエンテーション（19：10～）	
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６月２８日（水）問題解決能力と自己内省力（２）	

７月５日（水）	現地プロジェクト準備orゲストスピーカーによる講演	

７月１９日（水）エージェントによる事前研修	

※授業の内容とスケジュールはあくまで予定です。変更になる場合があります。	

８月５日（土）メルボルン着	

８月７日（月）～９月４日（金）モナシュ大学研修	

９月３日（日）帰国	

（～９月６日	行動特性診断テスト（２回目）受検）	

９月１３日（水）帰国報告会/行動特性診断フィードバック（２回目）	

９月～１２月	報告書作成	

	

■成績評価の方法と基準	

事前オリエンテーションの参加（30％）	

派遣先におけるパフォーマンス（40％）（出席点やクラス内での積極性、授業への参

加、プレゼン、ライディング等を総合的に評価し、現地での成績が付与される。）	

帰国後に提出される報告書等のレポート（30％）	

渡航前の授業（事前オリエンテーション）での欠席は２回までとし、３回以上欠席した

場合はＦとする。１０分以上遅刻２回で欠席１回分とみなす。	

	

成績評価基準	

Ａ＋：96-100	

Ａ：90-95	

Ｂ：80-89	

Ｃ：70-79	

Ｆ：70以下	
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モナシュ大学短期海外研修に寄せて	

高橋紗弥子（社会学研究科専任講師）	

秋庭裕子（商学研究科専任講師）	

	

	 今年度より新たに、短期海外研修・モナシュ大学 GPP（global	 professional	 program）

が新設され、国際教育センターより提供されることになりました。これまで 12 年にわたり

センターより提供してきた短期海外研修・モナシュ大学（旧別プログラム）が、昨年度を最

後に英語ⅡⅢの授業へと移管されることになったためです。これまで旧プログラムを経て

積み重ねてきた経験や教育的実績をもとに、昨年度まで商学研究科より提供されていた短

期研修（ビジネス・エマージョン・プログラム）をベースとして、本研修が新設、提供され

ることになりました。	

初年度の今回は、学部２年生が２名、院生が１名の３名が参加しました。新年度からの学

期制の変更等が重なり周知や募集が十分でない中、少人数ですが国際交流や異文化理解に

積極的、またアウェーで実力を発揮したいという非常に強い熱意を持った３名が集まって

くれました。チームとしても結束力があり、研修前の春夏学期に本学で行なわれる事前授業

でのチームビルディングもさることながら、４週間の現地での研修を通してより一層絆を

深めて帰国した様子がうかがえました。	

現地モナシュ大学での研修は、基本的にさまざまなテーマに沿ったプロジェクトベース

の「アクティブラーニング」で、研修中は常に英語による積極的なディスカッションが求め

られます。また研修の内容としては、現場を想定した異文化マネージメントのケーススタデ

ィ、現地企業や日系企業数社への企業訪問、またビジネスコンペのプランニングとプレゼン

テーションなどがあり、海外におけるビジネス・カルチャーに関する学びと実践が提供され

ています。研修の前半２週間では、中国からの留学生と共に学び、英語に対する意識、ビジ

ネスエチケットの違いを学んだことも、本報告書からうかがえます。４週間の滞在中はホー

ムステイで、３名各々が民族も家族構成もさまざまなホストファミリーと生活をともにす

る中で、オーストラリアという多民族国家を生活レベルでも体感してくれたことと思いま

す。	

３名の学生が、与えられた課題、求められる能力をそれぞれにどのように受け止め、解決

し、能力向上に向けて４週間いかに試行錯誤したのか、本報告書を通してその様子をご覧い

ただければ幸いです。今回研修を通して得たこの経験が、彼らにとって更なる異文化理解、

国際交流と理解につながり、今後それぞれの進路を歩む上でかけがえのないものであって

くれることを願っています。	

	 最後になりましたが、本研修のためにご尽力くださったモナシュ大学の櫻木様はじめ関

係者の皆様、CIEE の平出様ならびに担当者の皆様、また事前オリエンテーションにてお世

話になった行動特性研究所の星様、そしてご協力くださった国際課、国際教育センターの教

職員の皆様にこの場をお借りして心よりお礼を申し上げます。	
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メルボルンについて	

	 オーストラリア大陸の東南部、ビクトリア州の州都であるメルボルンは、別名「ガーデン・

シティ」とよばれるほど、公園や庭園など緑の豊かな美しい街です。また音楽やアートがさ

かんな街としても知られ、街のいたるところでさまざまなアートを見ることができます。さ

らに、なんといってもメルボルンはさまざまな国の文化が一緒に存在している、とても

multi-cultural な都市です。オーストラリア人をはじめ、中国人、ギリシャ人、インド人

などさまざまな国の人々が通りを歩いています。メルボルンはとても慣れやすく住みやす

く、どんな国の文化も受け入れる包容力をもった素敵な都市です。	

	 	 	 	 	

	

モナシュ大学について	

	 モナシュ大学には 5 つのキャンパスがありますが、私たちは、前半 2 週間は主にクレイ

トンキャンパスで、後半 2 週間はシティキャンパスで過ごしました。クレイトンキャンパス

はモナシュ大学の本部キャンパスであり、とても広く自然が多いきれいなキャンパスです。

駅からは遠いですが、大きなバスターミナルがありさまざまなところからバスが出ている

のでアクセスは良かったです。反対にシティキャンパスはメルボルンの中心部であるシテ

ィの真ん中にあるキャンパスで、一番大きいフリンダース・ストリート駅から徒歩 3 分と、

とても立地のよいところでした。1 フロアのキャンパスですが中もきれいで、マイクロウェ

ーブやコーヒーメイカーなどの設備が充実しており、休憩時間も快適に過ごすことができ

ました。キャンパスが入っているビルの近くにはいろいろなお店があり、ランチタイムに外

でお昼ごはんを食べたり放課後に付近を散策したりできたのがとても楽しかったです。
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プログラムの内容	

この GPP は４週間に渡り、モナシュ大学のクレイトンキャンパス、シティキャンパスで異

文化適応やビジネスについて学ぶものでした。今年は一橋大学から 3 人、早稲田大学から 1

人、名古屋大学から 11 人の日本人は計 15 人。中国の生徒は、それぞれ各地方（マカオ、上

海、成都など）の大学から総勢 60 人ほど参加していました。このプログラムは前半 2 週間

と後半 2 週間でフォーカスしている内容が異なり、授業スタイルも大きく変わりました。	

	 前半の 2 週間は主にクレイトンキャンパスにおいて、1 クラス 15 人ほどで授業を受ける

というものでした。内容的には、異文化理解や適応を扱うもので、具体的にいうと、オース

トラリア、日本、中国の典型的な価値観、文化の違いについてや、国ごとに異なる Business	

etiquette を学びました。さらに、自分の興味のある業種ごとに、企業訪問をしました。こ

の企業訪問では、事前準備でリサーチをし、見学後にグループごとにプレゼンテーション行

い、トレイナーからフィードバックをもらうという一連の流れで大変、有意義なものでした。

プレゼンテーション内容は、どの業種を選んでも、その企業文化を発表するというもので、

オフィスの環境や、どのように社員にモチベーションを与えているのか、ワークライフバラ

ンスとは何かなどに絞られていました。また、前半は中国の学生と常に授業を一緒に受ける

ので、英語でのコミュニケーションは当たり前で、どのように拙い英語で意思疎通を図るか

を考える機会になりました。英語力の向上はもちろんのこと、それ以外のコミュニケーショ

ン方法である、ジェスチャーやアイコンタクトも日本にいる時以上に意識的に使うことが

できたと思います。初回の授業で私のトレイナーが「異なるバックグランド、異なる母国語

を持つ同僚と英語で仕事をする体験をしてほしい」と言っていたのですが、まさにそのよう

な体験を前半の 2 週間で味わうことができ、私にとっては衝撃的な 2 週間でした。	

	 後半の 2 週間は一橋、名古屋、早稲田の計 15 人の日本人のみで授業を受けるもので、最

終日に行う、ビジネスプレゼンテーションを少しずつグループで準備しながら、自分自身の

性格的な特徴や強み、弱みなどを内省する内容となっていました。大学卒業後の自分のキャ

リアについても考える機会も多く持て、これから迫る就職活動に関しても、人生についても

意味のあるものだと感じました。また、後半の 2 週間になってからも引き続き、企業訪問を

行いましたが、三井物産とアサヒビールという日系企業のメルボルン支社に足を運びまし

た。そこでは、グローバルな企業で働く、日本人の方にお話を聞き、ざっくばらんに質問を

することができました。この訪問に参加した学生は、将来、海外で働くことへの鮮明なイメ

ージが持てたと思います。	
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<4 週間のスケジュール表（8月 7 日-9 月 1 日）>	
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＜前半のプログラム内容＞	

前半の 2 週間は主にクレイトンキャンパスにおいて、中国の大学からの大学生と一緒に

授業を受けました。最初の一週間にはオーストラリアの文化と生活を深く理解するために

いろいろな活動が行われました。例えば、５人のグループを分けて、immigration	museum

を見学しました。オーストラリアは移民国家、そして、多民族国家であるので国民にとっ

ては immigration に関する歴史は大変重要です。immigration	museum に着き、みんなは古

い装飾品が飾ってある部屋に集まりました。最初に、博物館の担当の方がオーストラリア

の移民の歴史を簡単に紹介しました。元来、流刑植民地とされたオーストラリアは、1851

年の金鉱発見以来、一攫千金を夢見る多くの人々を惹き付けました。こうした過程で侵略

者と先住民の、あるいは侵略者や移民同士の軋轢を経験しつつ、オーストラリアは、イギ

リスの植民地から連邦国家へと変貌を遂げるに至りました。次にオーストラリアの歴史を

理解するために、大変面白いゲームをやりました。各チームは古いスーツケース一つを選

択でき、選んだスーツケースを開けると、時代ごとに異なる服装が入っていました。時代

の特徴をチームで話し合い、試着し、immigration の歴史を肌で感じることができまし

た。最後に二階にある展示物を見学しました。午後はグループで自由に travelers	bridge

を観覧し、次の日のプレゼンを準備していました。	私はこの見学により、チームワーク

の意識を持つことができ、メルボルンの文化と習慣を深く理解できたと思います。	

	 残りの一週間は企業訪問についての準備とプレゼントしました。アンケートで自分が訪

問したい業界を選び、５つほどのグループに分かれ、企業訪問をしました。私はコンサル

ティングに興味を持っているので保険とコンサルの業務をしている Allianz に行きまし

た。Allianz の manager は会社の業務内容などを簡単に紹介してくださいました。その

後、私たちは担当者にインタビューしました。企業文化と企業訪問の感想をまとめ、次の

日にプレゼントしました。初めて中国の学生と英語でプロジェクトをしたので、レポータ

ーなどを完成させることができるか不安でした。しかし、チームメンバーと一緒に頑張っ

たので、完璧なプレゼンテーションをやることができたと思います。	

前半のプログラムにはオーストラリアの文化とビジネスマナーを身に付けるためにさま

ざまな活動が行われ、学生は楽しい雰囲気で 2 週間を過ごすことができました。	
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＜後半のプログラム内容＞	

後半 2 週間は計 15 人の日本人だけの授業でした。授業内容は、シャークタンクプロジェ

クトと呼ばれ、日本の製品、サービスをオーストラリアに持ち込み、それを売り出す場合を

想定してビジネスプレゼンテーションを行いました。設定としては、オーストラリアにいる

投資家に自身のビジネスプランを提案し、細かな価格やマーケティング戦略なども織り込

みながら、その投資家を説得するというものです。各チーム 3、４人ほどで構成され、後半

の 2 週間はこのプロジェクトを軸として、進められました。アイディアの出し方、タイムマ

ネジメント、パワーポイントスライドの作り方、インフォグラフィックの使い方、google	

form でのアンケートの実施、データの使い方、public	 speech、チームビルディングなど、

学んだことは多岐にわたり、ビジネスの世界では必須のスキルだったと思います。中でも、

トレイナーがフォーカスしていたのは、どのようにプレゼンテーションをし、投資家たちの

注意を引くかという点でした。話し方はもちろんのこと、データをどのように活用するか、

いかに投資家が受け取る印象をコントロールするかなど、多くの発見があったと思います。

特に私のチームでは、あえて、プレゼンテーション中にデータを開示しないという戦略をと

りました。というもの、プレゼンテーション中は細かな、データを用いずに、共感、注目を

得やすいストーリーを主軸として構成することで、投資家達の興味をそそらせるだけでは

なく、発表後の質疑応答で多くの質問をさせるように誘導させました。あらかじめ、データ

を隠しておくことで、その点に関する質問を容易に想定することができ、そして、データを

用いながらしっかりと返答することによって、プレゼンテーションに説得力を持たせるこ

とに成功したと思います。	

	 さらに、このプロジェクトと同時並行で後半は、自身の性格や行動特性の授業を受けまし

た。自分の強み、弱みについて心理テストを用いながら客観的に分析していくもので、自分

自身について深く考える機会となりました。この自己内省の授業を通して、チームでの自分

の立ち位置を意識するようになったと思います。チームメンバーの特徴を掴み、自分の役割

を認識することでチームとして効率よく動くというビジネスの世界で求められるスキルや

経験を得ることができました。こうした経験は、数年後に迫る就職活動にも活かせるだけで

なく、今後の人生全体にも大きく関わる大変、意味のあるものでした。	
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プレゼンテーションに向けてグループごとに準備中

	
プレゼンテーション中、、、目の前に投資家（トレイナー）	

	

	 	



	 15	

授業のある日の過ごし方	

＜授業のある日の過ごし方（小川）＞	

7:00	起床	

7:30	朝食	

（お気に入りのシリアルを食べ、ホストファザーと新聞に書かれていることについて話す。）	

8:00	学校へ出発（マザーから昼食を玄関で渡される。）	

8:30	クレイトンキャンパスに到着	

9:00	授業開始（前半は多くの中国から来た学生と授業を受ける。）	

10:15	小休憩（休み時間に多くの学生がお菓子を食べていた。中国人学生から大量のお菓子

をもらう。）	

12:00-13:00	 昼食（Student	 common	 room と呼ばれる共有スペースでみんなとご飯を食べ

る。）	

13:00	午後の授業開始	

15;00	小休憩	

16:00	授業終了。その後、キャンパス内にある shop に向かう（ここには、たくさんの Monash

グッズが売られており、オススメです。）	

17:00	キャンパス内において、半年前に	一橋に交換留学していたオーストラリアの友達と

落ち合い、夕食を食べに向かう（基本的に友達が車で連れて行ってくれた。）	

18:00	夕食	

20:00	ホームステイ先に帰宅	

20:30	シャワーを浴びる	

21:00	ホストブラザーとチェスをして遊んだり、テレビを見る	

22:00	自室に戻り、ささっと、課題を行う	

22:30	就寝	

※平日は、授業が午前午後、みっちりあったので、早寝早起きを心がけました。

	

	

	 	

（友達とご飯を食べに向かうところです）	



	 16	

＜授業のある日の過ごし方(蘆田)＞	

	 07:00	起床。メルボルンは冬なので朝は特に寒く、布団からなかなか出られません。。。	

		07:20	朝食。自分で冷蔵庫にあるトーストを焼いて食べます。毎日チーズのっけてた。	

		08:00	家を出て、キャンパスへ向かいます。	

		09:00	午前の授業開始。	

		12:00	 昼休み。この日はシティキャンパス近くのタイ料理屋でガパオライスを食べまし

た。辛かった！でも美味しい！	

		13:00	午後の授業。	

		16:00	授業終了。この日は水曜日だったので、近くでナイトマーケットが開催されており

みんなで行きました。たくさんの人で賑わっておりとても楽しかったです!(^^)!	

		20:00	帰宅。この日は少し遅め。	

		23:00	就寝。オーストラリアの人々は生活がとても規則正しく寝るのがとても早いです。

明日に備えてたくさん寝ます。	

	

	 	

↑ナイトマーケットの様子。	
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＜授業のある日の過ごし方（テイテイ）＞	

7:00 起床	

7:30 朝食	

（子供と一緒にパンとケーキなどを食べお茶を飲む。）	

7:50 学校へ出発（子供とハグしていく）	

8:40 クレイトンキャンパスに到着	

9:00 授業開始（先生は優しくビジネスマナーを教えてくれました。）	

10:15 小休憩（中国の学生と中国語で話し、お菓子を食べる。）	

12:00-13:00 昼食（みんなとご飯を食べながら、授業の内容について日本語で話す）	

13:00 午後の授業開始	

15:00 小休憩	

16:00 授業終了。（なおと合流し、オウクレンに行く。オウクレンにはギリシャ料理が有名

なので、ギリシャレストランで晩御飯を食べる。オウクレンにスーパーマーケットとかがあ

るから、日常品が買えます。）	

19:00 ホームステイ先に帰宅	

20:00 ホストマザーと話す。子供とゲームをし、映画を見る	

21:00 シャワーを浴びる	

21:30 自室に戻り、宿題をする	

22:30 就寝	

(平日は、午後の授業が終わって、友達とメルボルンセンターやマーケットなどに行く。外

食もあった)	
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週末の過ごし方	

＜週末の過ごし方（小川）＞	

7:00	起床（週末朝だけれども、平日に早く起きることに慣れてしまい、自然と目が覚めて

しまいました。）	

7:30	朝食（いつものシリアルを食べます。）	

8:30	 ゆっくり、準備をして出発（マザー以外のファミリーは私より早起きで、7 時半ごろ

にはサッカーやゴルフなどのスポーツをしに出かけます。※土日はバスのダイヤが大幅に

変わるので注意が必要です。）	

9:15	 フリンダースストリート駅に到着（一橋の友達とは落ち合うまでに時間があるので、

一人で駅周りを散策。）	

10:30	友達と集合	

11:00	トラムに乗って、ビクトリアマーケットに到着。お土産を各自購入。ここのマーケッ

トで食後酒的なワインが売っていたので、みんなで試飲。	

12:15	マーケット近くのスペイン料理店でパエリアを食べる。	

14:00	メルボルン博物館に移動。ここでは、学生は入場料が無料だったので最高でした。ま

た、博物館は 2 時間では周りきることができないほど、見ごたえがありました。	

16:30	博物館を出発して、フリンダースストリート駅に戻り、友達と別れる。	

17:30	オーストラリアの友達の家での食事に招かれたので、そちらに移動。	

18:30	友達の家に到着。	

19:00	ワインを飲みながら、ピザパーティを行う。（３人）	

25:00	友達の家で就寝。	
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＜週末の過ごし方(蘆田)＞	

10:30	フリンダース・ストリート駅で待ち合わせ。この駅はメルボルンで一番大きい主要な

駅で、Free	 Wi-Fi があるため連絡を取り合うことができ待ち合わせには最適です。今日は

ここから電車に乗ります。	

12:00 ごろ	電車に揺られること約 1 時間 30 分、Belgrave 駅というところに到着。ここか

ら、Puffing	Billy 鉄道という蒸気機関車に乗ります！	

12:30	蒸気機関車が出発。足を出せるところがとても魅力的！景色も壮大で美しかった！	

14:00	 Lakeside 駅というところで下車。とても綺麗な湖のほとりで、オーストラリアの自

然を楽しみました。	 	

14:30	折り返しの蒸気機関車に乗ります。	

16:00	Belgrave 駅に到着。素敵な蒸気機関車の旅でした。	

17:30	Flinders	Street 駅に帰ってきました。電車ではとりあえずみんな爆睡。長旅お疲れ。	

18:30	City のスペインバルで夜ご飯。お酒と優雅なスペイン料理をたしなみました。	

21:00	帰宅。この日は日曜日だったので、明日の授業に備えて早く寝ます zzz	

23:00	就寝	

	

	 	 	 	 	 ↓鉄道はこんな感じ。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ↓スペインバルで。	
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＜週末の過ごし方（テイテイ）＞	

土曜日にグレートオーシャンロードに行きました。事前にモナシュ大学の旅行会社に申し

込みが必要です。	

6:00	 起床（名古屋大学の学生と一緒に行くので７：１５にフリンダーストリート駅に集ま

ります。）	

6:15	 出発（６：３０のバスに乗りなければいけませんでした。）	

7:00	 フリンダーストリート駅にみんなと合流しました。旅行のバスに乗り、グレートオー

シャンロードに行きます。みんなは早く起きたので、バスでぐっすり寝ました。）	

8:30	 小休憩（温かいお茶を飲んたり、お菓子を食べました。）	

9:20	 グレートオーシャンロードに着きました。	

9:30	 またバスに乗りました。（海と山などの綺麗な景色を見えます。しかし、バスのルー

トがとても曲がりくねっており、酔いやすかったです）	

12:00	 昼ご飯を食べました。（普通のハンバーガーとポテトを食べました）	

13:30	 出発	

15:30	 Twelve	Apostles	に着きました。立派な海と岩があります。あの日には風が強くて

雨が激しく降ったので、めちゃ寒かったです。しかし、自然な景色を見たので、行った甲斐

があります。	

17:00	 みんなと日没を見ました。初めて海の隣で太陽が沈んだところを見ました。空が赤

くなってきます。波の音がはっきり聞こえます。その景色は日本ではあまり見れないと思い

ます。	

18:00	 晩御飯はマクドナルドのチキンを買って、バスで簡単に食べました。	

21:00	 フリンダーストリート駅に着きました。解散。	

23:00	 帰宅	
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企業訪問	

＜企業訪問：Nab（National	Australia	Bank）＞	

Nab はオーストラリア国内の大手４つの銀行の 1 つで、メルボルンシティ内にある本社に

訪問しました。オフィスツアーのような形で、人事部で働いている人に説明を受けながら、

各フロアを周り、社内の設備を見学して、オフィスのビジネスカルチャーを肌で感じました。

オーストラリア国内の大手銀行ということで、本社に入る際にはパスポートを提示するこ

とが求められました。中の様子については、本社ビルは大変、綺麗でモダンなインテリアが

各所においてあり、the 大企業のオフィスビルというものでした。しかし、社員が働くフロ

アを見てみると、日本の大企業のオフィスとは全く異なる雰囲気がありました。というのも、

オフィス内には、社員自身が作った飾り付けがたくさんつけられていて、大変ポップな雰囲

気でした。社員達が働きやすいように、雰囲気を自身でアレンジしていて、日本の職場との

大きな違いを見ることができたと思います。また、各個人のデスクの上も人それぞれ、好み

に合わせて小物やインテリア、中には絵画などの大きなものも持ち込んで、自分だけの空間

をカスタマイズしていました。私が想像していた通り、自由に職場環境を自分好みに変えて、

働きやすいようにしているのだなと感じました。退社時間も 5 時前後が普通らしく、比較的

早く家に帰るオーストラリアの人たちは、仕事に対して、そこまでストレスを感じずに働い

ているように思えました。	

	 さらに、大学生や専門学生のトレーニングプログラムやインターンシップ制度が充実し

ていることにも驚きました。本社ビルの１階にはそこでプログラムなどを受ける多くの学

生のためにたくさんの部屋が用意されていて、学校休業期間になるとかなりの数の学生が

訪れるとのことです。オーストラリアでは、企業側が学生に対してキャリアについて考える

機会をより熱心に与えているような印象を受けました。	

	

	

	

	

（本社のモダンな造り）	
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＜企業訪問：ASAHI＞	

私はアサヒグループ食品株式会社メルボルン支社を訪問させていただきました。アサヒ

グループ食品株式会社は、アサヒグループホールディングス傘下の、食品や医薬品などの製

造・販売を行う日本の企業です。訪問する前に、アサヒに関する資料をもらったので、アサ

ヒグループの概要と事業別戦略などの情報を頭に入れました。	

アサヒオーストラリアのオフィスは、メルボルンの中心部である City の近くに位置して

いました。オフィスの規模はあまり大きくないようでしたが、荘厳な雰囲気のビルのワンフ

ロアをオフィスとして構えています。オフィスの内部の構造は普通の日本企業と違います。

会社には多くの冷蔵庫がありました。社員は自由に冷蔵庫からソフトドリンクを飲むこと

ができます。伝統な日本企業に比べてもっとカジュアルな雰囲気だと感じました。	

まず、お話を伺ったのは、アサヒメルボルン支社の人事担当の方です。その方はアサヒの

概要と事業別戦略を簡単に紹介しました。次に自分の経歴を紹介しました。彼は 2009 年に

アサヒグループに入社し、初めの５年間は日本で業務に当たっていました。しかし、アサヒ

には海外プログラムがあったので、英語が得意だった彼は上司に海外勤務を命じられまし

た。彼は、最初の２年間はシドニーの支社に働いていました。そして、今年からメルボルン

支社の人事担当を務めています。	

最後に、私たちはオーストラリアで働くときに気をつけるべきことについて、オーストラ

リア人の採用担当者の方と去年からいらっしゃる日本からのインターン生二人にインタビ

ューをしました。	

先輩たちはアサヒを選んだきっかけ、海外勤務を選択した理由、海外生活と日本生活の相

違点、海外会社の雰囲気についてのいろいろな質問を答えて下さいました。アサヒの魅力を

深く感じました。オフィスの雰囲気は大変和やかで、また社員さんたちがとても優しかった

ので、２時間が早く過ぎた気がしました。この企業訪問によりいろいろなことを学びました。

そして私自身、このインタビューを将来のキャリア決定に生かせると考えています。（てい

てい）	
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＜企業訪問：三井物産＞	

豪州三井物産は、1901 年に旧三井物産がシドニーに出張所を作ったことから始まり発展

しました。現在はメルボルンに本社がおかれており、オセアニアには全部で 5 つの支社があ

ります。今回、私たちはその本社のオフィスを訪れました。メルボルン市内の中心部にある

ビルの 15 階にそのオフィスはありました。	

まず経営業務の James	 South さんから三井物産のオーストラリアでの歴史についてお話

を伺い、さらにシニアプロジェクトマネージャーの松原さんに質疑応答のお時間をいただ

きました。	

三井物産は、総合商社というだけあってエネルギーや鉄鋼、日用品など 6 つの部門があ

り、それぞれの部門内でプロジェクトなどが動いているそうです。さすが、商社が『ラーメ

ンからロケットまで』と言われるようにさまざまな商品を取り扱うマルチな企業であるこ

とが分かりました。	

また、三井物産で働く方々はやはり多くが海外勤務の経験をもっており、松原さんからそ

の際のお話なども伺うことができました。商社の方々はプロジェクトの異動や海外出張が

急に決まりすぐに動かなければならないというシチュエーションもよくあるそうです。海

外で働くにあたって、異文化やコミュニケ―ションなどの点で最初は戸惑うこともあった

そうですが、それを拒絶せず受け入れ、オープンな心でその文化に自分も順応していくこと

が重要であると教えて下さいました。	

また最後にオフィス内を少し回らせていただいたのですが、今までに企業訪問で訪れた

オーストラリアの企業と比べると、やはり日系企業というだけあって少し真面目で堅い印

象を受けました。日本人の仕事ぶりを感じさせる、とても洗練された職場であると感じまし

た。	

世界 65 か国に支社をもち、今も大手総合商社として世界を股にかけ活躍する三井物産と

いう素晴らしい企業を伺うことができて、とても貴重な経験になりました。私は漠然とです

が商社での仕事に憧れをもっていたので、今回実際に訪問させていただき有意義な時間を	

過ごすことができて本当に光栄でした。ありがとうございました。	 	
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Shark	Tank	Project	

＜Shark	Tank	Project(蘆田)＞	

	 プログラム三週目から日本人学生だけのクラスになり、Shark	Tank	Project という取り

組みが始まりました。これは、オーストラリアにいまだ存在していない日本の商品をオース

トラリアに取り入れるために、何人かの Shark と呼ばれる審査員らに向かってグループで

商品のプレゼンをするというプロジェクトです。審査員らは容赦なく質問を投げかけてく

るため、即座に答えを提示する臨機応変な対応力や、いかにわかりやすく手短に商品の魅力

を伝えられるか、というプレゼン力が問われるプロジェクトでありました。	

	 私たちのグループは、メルボルンからシドニーの間に新幹線を取り入れようというテー

マに決めました。現在、メルボルンからシドニーへ行くには飛行機しか選択肢がありません。

私たちには、新幹線などの特急列車が存在しないオーストラリアに新幹線を取り入れるこ

とによって、オーストラリアの人々に飛行機よりも定刻通りで、かつ安全な交通手段を経験

してもらいたいという思いがありました。	

	 グループでの作業は思っていたよりも難しく、特に私はグループメンバーそれぞれに仕

事を分担するのがとても難しいと感じました。個人で仕事を進めることは、自分の都合のみ

考えるため、とてもやりやすいけれど、チームワークとなるとそうはいきません。それぞれ

が意見をもっており、時にはぶつかることもあります。しかし、さまざまな人が集まって一

緒に取り組むからこそ、より魅力的で面白いアイデアが生まれます。それぞれの意見の良い

点をどうつなげて形づくっていくか、という問題にぶつかりとても苦労しました。プログラ

ムでの授業でチームワークに必要なそれぞれの役割について学びましたが、自分が担うべ

き役割は何なのか、そのグループに足りていない役割は何なのか、など俯瞰的にチームワー

クという作業を考えることができて、今までそのようなことは考えたことがなかったので

とても新しい発見でした。私たちのグループは残念ながら満足のいくプレゼンができたと

はいえない出来ではありましたが、1 つの目標に向かって皆で協力して取り組む、という貴

重な体験ができました。グループ内の仲も深まってよかったと思います。	
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＜シャークタンクプロジェクト（小川）＞	

私のグループでは、日本製品である折り畳み傘用のケースをプレゼンテーションしました。

チーム構成としては名古屋大学理学部（女子）、早稲田大学文学部（男子）、私という唯一の

３人グループ。アイディアを出す段階で、私のグループは大変苦労し、傘ケースというもの

アイディアを出せたのも、かなりの時間がかかりました。というもの、３人の中にアイディ

アを次々と出すようなアイディアマンはおらず、３人とも、ネットで情報収集をしながら全

員で探して行くような形だったからです。その後、どのようにプレゼンテーションを構成す

るか、どのようなデータを取るかなど、準備を進めて行く中で、メンバーの中の自身が果た

す役割を明確していきました。私のチームは大変性格的にも能力的にも互いにかけている

部分を補うことのできるバランスの取れたチームだったと思います。具体的にいうと、名古

屋の女の子は、データ収集やプレゼンテーションスライド作成に大変優れていて、率先して

資料作りをしてくれました。どのようにデータを取って、どのデータを利用するかについて

頼りになりました。さらに、チームに馴染んでくると、女子目線である意見を率直に言って

くれました。早稲田の男の子は、常にエネルギッシュで、チームの盛り上げ役という感じで

した。チーム全体にモチベーションを与え続けるとともに、public	speech を得意としてい

たため、プレゼンテーション内での寸劇や conclusion で、インパクトを残すような演技を

担当してもらいました。寸劇の内容は私と２人で作ったのですが、楽しみながら作業をする

ことが彼のおかげでできました。最後に、私のチームの役割はリーダーでした。タイムマネ

ジメントから指揮をとり、どのように仕事を割り振るかを決定し、出来上がった資料を確認

して、インタラクティブにメンバーが交流するように心がけました。また、プレゼンテーシ

ョンの論理構造やどのように、投資家の注目を集めるかなど、構成部分を担当しました。こ

のように、3 人とも、それぞれが自分の役割を明確化していたので、大変スムーズに仕事を

こなすことができたと思います。このプロジェクトの途中で、自分のチーム内の役割につい

て考えるワークショップがあったのですが、そのおかげもあり、メンバー全員がどのように

チームに貢献していくかを主観的にではなく、客観的に掴めたと思います。このプロジェク

トを通して、チームで何かのプロジェクトを行う際には、自分の立ち位置とメンバーの立ち

位置を考えながら、どこで自分の強みを出して行くかが重要だということを学ぶことがで

きたと思います。	
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＜Shark	tank	Project(ていてい)＞	

Shark	tank	needs	us	to	give	some	new	ideas	and	present	our	ideas	to	jury.	In	my	

group,	we	chose	a	vapor	eye	mask	as	our	product	if	we	want	to	import	Japanese	goods	

to	Australia.	It	is	difficult	to	decide	the	product	when	we	accepted	this	subject.	

In	consideration	of	the	simple	way	Australian	have	break,	we	want	to	introduce	a	

new	way	for	work	officers	to	have	a	good	sleep.	In	the	next	two	weeks,	we	should	

do	survey,	collect	the	information,	analyze	the	data	and	decide	the	way	to	show	

our	products.		

Firstly,	our	group	assigned	work.	We	designed	and	hand	out	the	questionnaires	

together.	Everyone	was	responsible	for	three	or	four	problems	and	analyzed	the	

results	 from	 the	 survey.	 Secondly,	 we	 should	 make	 infographic	 to	 show	 the	

advantages	of	our	products	easily	and	directly.	Our	team	member	Moeka	from	Nagoya	

University	 is	 good	 at	 designing,	 so	 other	 members	 gathered	 the	 most	 important	

information	 and	 gave	 it	 to	 Moeka.	 Finally,	 we	 completed	 the	 Fact	 Sheet	 and	

infographic.	After	I	finished	the	power	point,	we	excised	presentation	every	day.	

Since	vapor	eye	mask	can	make	people	feel	relaxed,	we	want	to	give	a	comfortable	

impression	to	audience.		

Last	day,	we	gave	a	perfect	presentation	together.	And	answered	all	the	questions	

about	our	products	and	market.	Because	we	spent	much	time	on	showing	the	data	and	

our	findings,	we	lack	some	team	work.	And	letting	one	person	to	try	eye	mask	made	

us	presentation	less	fluent.	But	I	think	we	did	a	good	job,	and	working	as	team	

made	us	closer.	The	process	is	more	important	than	the	result.		

	

	 	

	 	



	 29	

ホストファミリー	

＜ホストファミリーについて(蘆田)＞	

	 私のホストファミリーは、イギリスから 20 年前にオーストラリアへ越してきた静かなお

ばあちゃんでした。家にはそのホストマザーのみで、かれこれ 10 年近く留学生を受け入れ

ているとのことでした。ホームステイ先には、ほかに中国人の留学生の女の子がいました。

その子はこの GPP のプログラムが同じだっただけでなく、まさかのクラスも一緒だったの

で、共通の話題も多くとても仲良くなりました。お互い英語が堪能なわけではなかったです

が、二人で話す時間がたくさんあったおかげで少しスピーキング力がアップしたと思いま

す。彼女とたくさんの時間をともにできてとても楽しかったです。	

	 一方で、私はホームステイ生活に少し後悔していることもあります。それはホストマザー

とあまり良いコミュニケーションが取れなかったことです。彼女は働いており、平日は夜

8:30 ごろに帰ってくるという生活で、朝も起きるのが遅く、朝マザーと会うことはほとん

どありませんでした。夜ご飯も作ってくれたのですが、いつも冷蔵庫に入れてあり自分で好

きな時に温めて食べて、という感じだったのでいつも私はそのようにして食べていました。

たいてい中国人のルームメイトと一緒に食べておりとても楽しかったのですが、その分ホ

ストマザーとともに食事する機会がほとんどなく、あまり交流できなかったことがとても

残念でした。また、プログラムの後半は外で友達と夜ご飯を食べて帰ることも多かったので、

自分から誘うなどもっとちゃんとコミュニケーションをとればよかったな、と少し後悔し

ています。また、彼女は毎日昼食にサンドイッチを作ってくれたのですが、そのサンドイッ

チの具が毎日ハムときゅうりのみで味付けも一切なかったため、私は早いところ飽きてし

まい昼も外で買って食べることが多くなってしまったので、そのあたりもきちんと自分の

希望を伝えるなどのコミュニケーションをとるべきだったと今になって反省しています。

プログラムの四週目などはホストマザーと会う機会が特になかったため、洗濯なども頼む

ことができず自分で手洗いしていたので、きちんと自分から時間をつくって頼めばよかっ

たです。	

	 やはり、ホームステイで大切なことはコミュニケーションをきちんととることだと感じ

ました。英語で話さなければならないし、静かであまり喋らないホストファミリーだった場

合は自分から話しかけなければならないのでとても勇気のいることだと思いますが、自分

の言いたいことは言わないと後でとても後悔することになります。外国で１ヶ月間、初めて

の家で生活する、というのは慣れないしストレスもたまるかもしれませんが、そのような状

況のなかでどのように切り抜けていくか、ということがとても大事だとわかりました。	

	 ホームステイ先には犬もいて、なついてくれて可愛かったです。最終日はホストマザーが

犬も連れて大学まで車で送ってくれました。正直その時が今までで一番マザーと話すこと

ができた気がしたので(笑)、最終日にやっとちゃんと喋ることができてよかったです。今回

の経験は、私が日頃日本で家族とあまりコミュニケーションをとっていなかったことが痛

手となって起こってしまったと思うので、家族をより大切にしていきたいと思いました。笑	
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＜私のホストファミリー（小川）＞	

私のホストファミリーは 50 歳前後のファザーとマザー、15 歳のホストブラザー、中国か

ら３年間メルボルンの高校に留学予定の 16 歳男の子 2 人、そして私を含め、計 6人でした。

家は２階建の一軒家でとても大きく、一人一部屋はもちろんのこと、リビング、ダイニング、

キッチン、バスルームが日本のサイズの約２倍の大きさで作られていて、大変驚きました。

また、マザーはウクライナからきた移民の人で、子供のブラザーはハーフでした。そのため、

家の中では、マザーとホストブラザーはロシア語を使ったり、ウクライナ語を使ったりと、

家では様々な言語に触れることができました。偶然、1 年生の時にロシア語を習い、２年生

でも授業を続けて取っていたのでロシア語の勉強にもなりました笑。人生無駄なしですね

笑。基本的にファミリーは全員、とてもフレンドリーで、夜ご飯には全員が集まって、食卓

を囲みながら、様々な話をしました。ウクライナ人のマザーはお酒が大好きで、夕食時には

時々、ウォッカを振舞ってもらいました。とても美味しかったです。さらに、夕食後にシャ

ワーなどを終えて、リビングに戻ると、美味しいお菓子と紅茶を飲みながら、ファミリーと

テレビや映画を見て楽しいひと時を過ごしました。ホームステイが始まった当初は独特の

言い回しや、スピードに慣れず、苦労しましたが、最後の週になると、決まって使うフレー

ズなどが分かるようになり、スピードにも慣れました。ホームステイ先でのコミュニケーシ

ョンは英語力の大きな向上につながるとともに、異なる文化を持つ人の異なる価値観にも

触れる機会になるので、積極的に話しかけていくといいと思います。	

	 ここからは、その他の、家事や家のルールについて書いていきたいと思います。まず、私

の家はシャワーの時間制限はなく、何時でも入りたい時に入って良いというものでした。ま

た、WiFi に関しても、無料で無制限使うことができました。帰宅する時間についても、事

前に連絡をすれば、遅くなっても問題なく、大変寛容でした。しかし、メルボルンでは、週

末でさえ、バスや電車が深夜になるとほとんど走っていなかったので日本にいる時ほどは、

夜中の外出は控えました。食事については、朝は自分の食べたいものを冷蔵庫や倉庫から取

り出して、食べるというスタイルでした。私の場合、同じシリアルにはまってしまい、4 週

間食べ続けました。昼食はマザーが毎日準備してくれました。日毎に、内容は異なり、サン

ドウイッチ、チャーハン、焼きそば的なもの、、、多岐に渡りました。ごく稀に、マザーが疲

れているときは、カップ麺と果物など簡易的なものになった日もありましたが、毎日の昼食

には満足でした。そして、夕食はスープやシチューがメインでした。メルボルンは寒いので、

体を温めるのに最適な食事だったと思います。最後に、洗濯についてですが私は 3 日に 1 度

ほど、洗濯物が溜まったら、マザーに渡して、洗ってもらいました。マザーは、専業主婦で

あったことと、15 歳前後の男の子が 3 人いたこともあり、洗濯は毎日していたようです。

一度、洗濯を自分でやるか、手伝うかどうするかを告げたことがあったのですが、家事のこ

とは全て任せて欲しいと言われたので、その言葉に甘えてしまいました。尊敬すべき、ホス

トマザーです笑。	

	 上に書いた通り、私のステイ先では、特に困ったことはなかったです。強いて挙げるなら、
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気温がすごく寒かったことです。そのため、厚手の服を多めに持って行くことをオススメし

ます。オーストラリアの家庭は家が広い場合が多く、室内でも温まりにくかったり、暖房を

あまりつけないこともあるので、部屋着やスリッパを持っていくとよいでしょう。さらに、

外出時にはマフラーは必須です。	

	 ファミリーのおかげで、このプログラムをよりよいものにできたと思います。ステイ先は

すごく温かみのある家庭で一緒に過ごす時間全てが楽しかったです。また、いつの日か訪れ

て、会いにいきたいと思います。	

	

	

	

	

	 	

（ファザー、マザー、ブラザー）	

（一緒に住んでいた中国からの留学生）	
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＜私のホストファミリー(ていてい)＞	

I	lived	with	a	family	which	has	a	mother	form	Australia,	a	father	from	Indian	

and	three	kids.	The	house	is	very	large	which	has	two	floors.	I	lived	in	the	first	

floor	and	had	a	room	with	a	double	bed,	a	closet	and	a	bathroom.	It	is	comfortable	

to	 live	 because	 I	 don’t	need	 to	 share	 bathroom	 with	 others.	 But	 every	 week	 I	

should	clean	my	bathroom	and	send	my	clothes	to	laundry	by	myself.	My	family	always	

have	dinner	at	19	o’clock.	If	I	come	home	late	or	plan	to	have	dinner	with	my	

friends,	I	should	tell	them	at	advance.	The	first	day	I	went	to	school,	I	took	off	

the	bus	at	a	wrong	stop	and	I	didn’t	know	my	phone	cannot	use,	so	I	didn’t	get	

touch	with	my	host	family	and	it	took	me	a	long	time	to	get	home.	My	host	family	

was	worried	about	me.	I	think	it	is	important	to	have	connection	with	host	family	

when	you	get	in	trouble	with	something.	They	are	kind	to	help	you	whenever	you	

want.	

In	the	morning,	I	always	had	cake	or	bread	made	by	mother	and	ate	breakfast	with	

kids,	one	boy	and	two	girls.	The	boy	named	Krishna	is	four	years	old.	He	is	always	

said	cute	by	other	people.	The	girls	are	7	years	old	and	10	years	old	and	goes	to	

primary	 school	 on	 weekdays.	 So	 I	 had	 time	 eating	 and	 chatting	 with	 them	 every	

morning.	My	family’s	mother	prepared	the	lunch,	mainly	the	leftover	from	the	last	

night,	for	us.	And	I	think	the	most	expected	time	is	having	dinner	with	my	family	

and	playing	with	kids	in	the	evening.	The	mother	said	her	sisters	and	brothers	

married	with	people	from	other	countries,	so	she	called	her	family	multi-diversity	

family	and	can	cook	dished	from	different	countries.	And	the	thing	that	really	

surprised	 me	 is	 the	 Chinese	 dish	 she	 cooked	 is	 really	 like	 the	 food	 my	 mother	

cooked.	I	felt	warm	when	a	lived	with	them.	After	dinner,	I	played	card	games,	go	

fish,	with	Krishna	or	taught	math	to	the	girls.	Every	Friday,	we	selected	a	film	

and	watched	the	film	all	together.	It	felt	like	I	am	a	family	member	of	them	and	

they	treated	me	as	their	daughter.		

The	warmest	thing	that	I	will	never	forget	is	they	gave	me	a	birthday	surprise.	

August	8	is	my	birthday	and	when	I	got	home	that	day,	they	acted	as	usual	and	said	

sorry	that	they	forgot	my	birthday.	But	when	we	had	dinner,	they	took	out	a	birthday	

cake	suddenly	and	song	the	song	for	me.	They	prepared	this	cake	for	two	days	and	

just	 wanted	 to	 give	 me	 a	 surprised.	 I	 felt	 moved	 and	 I	 think	 it	 was	 the	 best	

birthday	in	my	life.	
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研修の感想	

＜研修の感想(蘆田)＞	

	 まず、今回の研修に参加することができて本当に良かったです。私は前から短期で海外に

行きたいと思っていたのですが、正直語学研修にはあまり興味がもてず、英語を学ぶのでは

なく英語で何かを学ぶ研修に参加したいと思っていました。この研修は四週間みっちり授

業のある中身の濃いもので、私のような学生には打ってつけのものでした。	

	 今回の研修で特に印象に残っているのは企業訪問と、自分について知ることができたこ

とです。まず企業訪問では、4 週間で合計 4 つの企業を訪問させていただくことができまし

た。4 つとも業種が異なっており、オフィスの雰囲気もそれぞれで、将来なりたいキャリア

がまだ定まっていなかった私にとってとても興味深いものでした。また何となくですが英

語を使って働きたいと思っていたので、実際そのようにして働いている方々のお話を聞き、

こちらの質問にもお答え頂けて、本当に貴重な経験になりました。また、この研修では自分

について考える機会も多くありました。グローバルな環境で働きたい学生のためのプログ

ラムということだったので、そのような環境では異文化を理解することや異なるバックグ

ラウンドを持った人々とのチームワークが必要になってきます。授業では自分の性格や特

性についての分析や、チームワークを行う上で必要なそれぞれの役割について学ぶことが

でき、自分の強みは何なのか、また自分に足りないものは何なのかなど自分の本質のような

ものに向き合うことができたので、とても重要なことを教えていただけて光栄でした。	

	 また、一か月間日本を離れて暮らすという経験は私にとって初めてだったので、全てが新

鮮で刺激的でした。ホームステイなどであまりうまくいかないこともありましたが、純粋に

海外での生活を楽しむことができました。オーストラリアは日本に比べてとても広くて人

口密度も低く、のんびりとした国だと感じました。私は、自分の性格的にネガティブで悩み

やすく、視野もせまくなりがちな性格なのですが、オーストラリアにきてのんびりとした環

境に身をおき、おおらかで親切な人々やすべてを包み込んでくれるような大自然のなかに

身を置くことができたことによって、細かいことを気にしすぎなくてもいいんだな、と安心

感のような心地よさを感じることができました。日本に帰ってきて思いますが、この一か月

日本ではない場所でリフレッシュできたことによって、自分の人生や未来について悲観的

にしか考えることができなかった私の性格が少し改善したような気がします。また、ワーク

ライフバランスがきちんととれていて、仕事よりも家族と一緒に過ごす時間を大切にする

というオーストラリアの人々を目の当たりにして、私は今まで何をそんなに焦って過ごし

ていたのだろうと思いました。便利ではありますが狭くて忙しい日本ではどうしても見失

いがちな、人間にとって大切なものに気づけたような気がしました。	

	 私はこの研修をぜひ他の人に薦めたいと思っています。メルボルンでのこの一か月は私

にとってかけがえのないものですし、これからのキャリアでも大切になってくる経験だと

思います。私にすばらしい影響を与えてくれたメルボルンには恩返しとしてまた必ず行き

たいです。関係者の方々、本当にありがとうございました。	
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＜研修の感想（小川）＞	

大きく分けて 2 つの視点からこの研修から学んだことを述べていきたいと思います。	

まず、授業や企業訪問などのプログラム内容から学んだ、最も大きなことは、客観的な自己

分析と自分の強みをどこで発揮するかということです。4 週間のプログラムの中には将来の

キャリアを考える授業や留学前後においては行動特性のテストを受講するなど、客観的に

自分自身について分析する機会が多くありました。この研修を受講する以前は、客観的なデ

ータとして自身の行動を知る機会など一度もなかったので、大変有意義なものでした。私の

場合、行動特性や性格診断上、主張力や発信力の方が受容力、共感力よりもはるかに高い傾

向にありました。ある集団内で、他者と円滑なコミュニケーションを取るためにはどちらの

能力も、時と場合に応じて、組み合わせて使う必要があると思います。なので、私はこの数

多くのグループワークの中で、常に他人の意見を真摯に聞き、共感する、そして、相手の主

張を正しいか間違っているかで判断するのではなく、なぜ相手がその意見を述べているの

かという主張の意図を汲み取ることを意識しました。そのこともあり、チームメンバーへの

理解が一層深まり、相手の心情に寄り添うようになったと思います。目的を達成することは

もちろん大切ではあるけれども、その過程により注目するようになりました。一方、私の行

動特性においての強みであった発信性においては、どこで発揮をするかということを意識

しました。具体的には、状況を見て、どのような時に主張が強まりやすいのかなどを常に意

識して研修に望んでいました。後半のシャークタンクプロジェクトでは、私はチーム内でリ

ーダーを担当したのですが、他のメンバーの特徴を見て、どこで強みが発揮できるかを考慮

しながら仕事を分担し、プレゼンテーションの準備の進行具合を管理しました。このように、

この GPP は留学前、そして留学中において、自己分析をし、その結果を踏まえて、自身の行

動にどう活かすかという一連の流れが組み込まれていたため、効果的に自己内省ができる

プログラムです。さらに、帰国後にも行った行動特性によって、数値として自分の変化が確

認できたのも良かったです。	

	 次にホームステイ先、現地、中国から来た友達など、異なるバックグランドを持つ人たち

と日常的に関わることで多くのカルチャーショックを受け、そこから学んだことを述べた

いと思います。私の場合 1 ヶ月という長期間、日本を離れたことがなく、さらには、英語で

常に会話をするという経験もなかったのでメルボルンで起こる全てのことが新鮮でした。

中国の学生は英語を正しく間違えないように話すというより、勢いよく、伝わるように話す

というものでした。英語は単に手段であって、自分の考えや意思の内容の方がはるかに重要

であると気づくことができました。この点は、日本人学生全員が見習うべき点であると思い

ます。またオーストラリアの友人とは、日本の就職システムや仕事観などについて話しまし

たが、仕事に対する価値観がいかに固定されていたかを認識できたと思います。中でも、日

本とオーストラリアでは仕事の幅、責任が個人に対して明確に分かれていたことが印象的

でした。これらの要素への着眼点を得ることができたのは、大きな収穫だったと思います。

今後の就職活動、キャリア形成に活かしていきたいです。そして、特に 4 週間を通じて異文
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化交流についての考えが大きく変化しました。私のホームステイ先のマザーはウクライナ

から数十年前にオーストラリアに渡り、そこでオーストラリア人の夫と出会い、結婚し、定

住を決めた人でした。そのマザーはオーストラリアで結婚し、定住する前に、ヨーロッパを

渡り、いろいろな国で最低 3 ヶ月、長くて、2 年滞在した経験を持っていたため、様々なお

話をしてくれました。そのような国を回る中で、異なる文化を持つ人と関わることは日常の

出来事で、それを受け入れるのは当然。なので、彼女は、文化の違いは仕方ないこと、受け

入れることをしなければ、何も始まらないと常に強調していました。私は大変、この考えに

共感するとともに、自国ではないオーストラリアで国際結婚をし、第二言語で常に生活して、

さらに日本、中国からホームステイの留学生を受け入れている彼女の行動、姿勢、人生観に

も大変、惹かれました。日本では日本語を母語としない人と日常的に関わることがないため、

外国人と聞くと、少し怖気付いてしまう自分がありましたが、全くその必要はないと改めて

感じました。言語や文化が異なっていても、ある程度時間を共有し、お互いが歩み寄ること

でその人自身のことを理解することができる、この点に関して、少し自信がついたと思いま

す。そして、文化や言語が異なっていても、その固定観念で最初に判断するのではなく、一

人の人間として理解していくことが大事であると学びました。このことは、私たち日本人が

異文化として、象徴的に認識している外国人に対してだけではなく、日本人同士においても

共通するものだと思います。	
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＜研修の感想(ていてい)＞	

From	 this	 GPP	 programs,	 firstly	 I	 learned	 many	 business	 manners	 and	 how	 to	

complete	a	subject	as	a	team.	By	the	course	in	the	first	two	weeks,	we	did	lots	of	

activities	 with	 Monash	 University	 students	 to	 know	 Australian	 culture,	 and	 the	

teacher	taught	us	many	presentation	skills.	Then	we	should	use	the	skills	to	give	

a	 presentation	 to	 introduce	 our	 visit	 and	 learnings	 in	 Melbourne.	 Since	 team	

members	are	the	students	from	Shanghai	and	Macau	university,	we	should	learn	how	

to	work	as	a	team.	I	am	studying	the	master	course,	so	this	experience	is	valuable	

for	 me	 to	 cooperate	 with	 others.	 From	 the	 various	 activities,	 I	 had	 the	

opportunities	to	communicate	with	students	in	English	in	Monash.	It	made	me	more	

confident	and	brave.	

Secondly,	I	had	the	chance	to	do	three	company	interviews.	It	is	the	first	time	

for	me	to	do	the	company	visit.	The	first	company	visit	is	in	Allianz.	The	company	

manager	gave	us	a	short	description	about	Allianz	and	showed	us	around	their	work	

environment.	The	company’s	atmosphere	is	different	from	the	China	and	Japan,	so	

I	asked	some	questions	about	the	company	culture	and	gave	the	gift	to	the	manager	

as	 a	 representative.	 It	 is	 hard	 for	 me	 to	 say	 my	 idea	 in	 the	 past	 but	 this	

experience	changed	me	a	lot.	

Lastly,	I	felt	very	happy	to	make	friends	from	China,	Australia	and	Nagoya.	After	

classes,	we	also	had	trips	to	the	Great	Ocean	Road,	and	had	dinner	in	Victoria	

market.	 Although	 we	 had	 to	 speak	 English	 and	 Japanese	 in	 the	 most	 time,	 and	

sometimes	I	cannot	understand	some	word,	they	are	quite	patient	and	taught	me	many	

manners	and	behaviors	I	have	ever	known.	So	I	learned	knowledge	and	culture	not	

only	form	books	but	also	from	people.		

The	luckiest	thing	is	I	met	Hiroki	and	Nao	in	this	program.	We	helped	with	each	

other	when	we	were	in	trouble.	And	we	tasted	food	from	different	countries.	I	will	

never	forget	one	month	with	all	students	in	Australia.	
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他大学の参加者からの一言メッセージ	

＜早稲田大学１年	 福田	 善弘＞	

	 私はこのプログラムに参加し、授業や現地での生活を通して自分自身が成長したと感じ

る点が１つとこれから補っていかなければならないと気づいた点が１つあります。	

	成長したと感じたのは英語を使うことに関する自分の意識的な点についてです。1 ヶ月と

いう短い期間の中で英語の話す・聞く能力に関しては以前に比べて多少なりとも向上はみ

られましたが、大きな変化は生まれませんでした。しかし、英語を話すということに対する

躊躇や話していて間違いをしてしまうことに対する恐怖感というものはほとんどなくなっ

たという点においては大きな向上がみられたと思います。私は授業内ではプログラムのト

レーナーがボランティアを求めた時には必ず手を上げて発言の機会を作り、自分の考えを

述べることやクラスの前に出てスピーチを行いました。また授業外ではモナシュ大学のジ

ャパニーズクラブという日本に興味のある学生が所属する団体のイベントに参加して現地

の学生と交流、ホストファミリーと毎日の出来事に関して会話をすることなどを積極的に

行いました。結果として今まで勇気を必要としていた手を上げて質問をすることや英語で

話しかけるということが自然に行えるようになったと思います。しかし会話のトピックが

難しくい時や相手の話すスピードが早く聞き取れない時などは口ごもってしまうこともあ

ったのでこれからの課題にしていきたいです。	

	 自分にまだ足りていないと感じたのは将来設計の点です。今回のプログラムでは海外で

働くこととはどういうことかについてや、会社が新入社員に求めるスキルなどについて学

びました。その中で人事部の方の話を聞く機会がありましたが、将来自分がつきたい職につ

いてまだ不明確で、日本での就職の仕組みを十分に理解していなかった自分にとっては内

容がより難しく感じました。しかしこれをきっかけに自分が何を仕事としてやっていきた

いかや就職について深く考えるきっかけになったという点では有益でした。一方で、このプ

ログラムに参加する前から海外で働くということに興味があったので様々な活動を通して

その気持ちが強くなったということも事実です。	

	 今回のプログラムは私にとってこれからの学校生活や将来の仕事に関してのモチベーシ

ョンとなるような貴重な経験でした。また、今回は 1 ヶ月であったが大学在学中により長期

の留学にいきたいという気持ちも強まりました。モナシュカレッジでのプログラムを通じ

て得たこの思いを大切にしていきたいです。	
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＜名古屋大学２年	 斎藤	 俊介＞	

私は名古屋大学の学生である。4 月に学校からの奨励を受けられることが決まり、軽い気

持ちでプログラムに参加することを決めた。1 年次は何よりも英語の学習に尽してきたので、

実際余裕のはずだった。しかし待ち受けていたのは、次々課せられるプレゼン課題の山。日

本での授業が幼稚園のお遊戯会にすら感じられるハイレベルな授業。端的に言って厳しか

った。	

絶え間なく訪れる困難の連続にもがき続けていたが、その分得たものも多い。一つ目は、

普段滅多に接することのない中国の学生と交流できたことだ。彼らは非常に積極的だった。

質問の数、課題への取り組み、異性へのアプローチ、何をとっても彼らには敵わなかった。

グローバル社会において主張しないものは無力、	まさに思い知らされた。二つ目は、英語

に対する抵抗意識の克服である。たった１ヶ月の滞在で能力が飛躍的に向上するほど、語学

は甘くない。しかし、使うことに慣れるには十分な時間だ。授業はもちろん常に英語で行わ

れ、日常生活でも英語が飛び交う。そのおかげで、英語で話すことへの恐怖、抵抗はほぼ取

り除かれた。	

	 最後に、日本でのぬるま湯生活に慣れきっていた私がこのプログラムを無事修了できた

のは、現地で共に過ごした日本人学生のおかげであったと思う。異国の地での不安は、彼

らなしには払拭できなかった。この縁は今後も大切にしていきたい所存である。感謝(谢

谢)。	
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＜名古屋大学 2 年	 中川晴子＞	

（生活に関して）	

オーストラリアは冬なので寒さが厳しかったです。特に私の家は暖房を全くつけなかったの

で、夜家に帰ってから寝るまでが非常に寒くてつらかったです。暖房の有無は家によるとは思

いますが、どちらにせよ防寒具はしっかりと準備していくべきでした。	

	

（授業に関して）	

3 時間のセッションを午前午後 1コマずつ週 5 で行いました。内容はビジネスやオーストラリ

アの文化、コミュニケーションなど多岐にわたります。週 1くらいでグループプレゼンテーシ

ョンの課題があり、その準備や発表、フィードバックを通してプレゼンスキルを磨きました。	

ほとんどの学生は中国やマカオから来ており、日本人は 15 名程度でした。ほかの国から来た学

生たちの会話は言語面で少し苦労しましたが、いろいろな発見があり楽しかったです。また日

本語を学んでいる現地の学生との交流も数回ありました。	

	

（観光に関して）	

メルボルンは公共交通機関が発達しているので、それを活用していろいろなところに行きまし

た。電車、バス、トラムの 3種類が町中に張り巡らされています。	

一番楽しかったのは週末に行った The	Great	Ocean	Road のツアーです。美しい景色を眺めて癒

されること請け合いです。海岸の景色だけではなく、途中いくつかのポイントでストップする

ので、そこで野生のカンガルーやコアラを見ることもできます。	

最後の週末にはシドニーに行きました。飛行機で 1時間半とそこまで遠くなく、とてもいい気

候で、街並みも美しかったです。見どころもたくさんありました。	

	

（結論）	

たった 1 カ月ではありましたが、この短期研修では授業や交流、旅行を通して様々な経験をす

ることができました。私自身海外でこれほど長期間過ごしたのは初めてで最初は不安でした

が、終わってみるとあっという間だったし、行って本当に良かったです。	 	
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ギャラリー	

	 	 	 	 	 	 	 	

香港で食べた輪ゴム麺。	

	

	

コーヒー文化がさかんなメルボルン。ラテ

には大変お世話になりました。	

	

	

	

	

	 	

大量のアリと小川ひろき。	

	

	

海マジで綺麗だった。	

	

	

基本量多い。	
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就活感すごい。	

	

	

リア充感。	

	

	

オーストラリアの JK と。可愛い。	

	

	

バス停で日本人ナンパする小川ひろき。	

	

	

お酒とていてい(パリピ)。	
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カジノでもうけたって。	

	

	

なんか変なひといる。（なお）	

	

	

	

	

	

	

タイ料理ほんと美味しかった。	

	

	

寒い雨の中バス 40 分待って頭おかしくな

ったの図。	
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ナイトマーケットでフィーバー。	

	

	

博物館には、大量の剥製。	

	
	

	

	

	

	

メルボルン最大の遊園地。ゲートが独特。	

	

	

	

	

植物園はかなり peaceful。	

	

	

	

	

	

Hot	pod 最高。	
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鳥を追いかけるていてい。	

	

カジノ初体験。

動物園にて。

	

夜のメルボルンは夜景が綺麗。

	

Public	art が素晴らしい。	



	 45	

	

	編集後記	
	 私がこの報告書を書きながら思ったことは、自らの活動を振り返り、自分が学んだこ

とや感じたことを文字に起こすという作業がとても大事だということです。今回の研修

のなかでも、アクティビティや企業訪問から学んだこと、それらの感想などを提出課題

として書く機会が多くありました。そのたびに自分の活動を振り返り、収穫として得た

ものを文字化するという作業を行っていました。実際に課題に取り組んでいるときは正

直面倒くさいなぁ、と思うこともありましたが、今考えると過去を振り返るからこそ学

びが生まれ、今の自分、そしてこれからの自分ができていくのだなと思います。刻々と

過ぎてしまう日々のなかで、大切なのは自分の経験から何かしらのことを学ぶことだと

私は思っています。メルボルンでの一か月も本当にあっという間で、一日一日が楽しく

とても充実していました。これから時がたつにつれて記憶も薄れていってしまい、メル

ボルンでの日々も遠い昔のことになってしまうかもしれません。しかし、私たちの記録

はこの報告書のなかに残っています。この報告書が、いわば私たちのメルボルンでのす

べてです。この報告書を手にとってくれた方が、メルボルン、またモナシュ大学に好感

をもってくださること、そしてこのプログラムに興味をもってくださることを願って、

編集後記とさせて頂きます。	

最後に、高橋先生、秋庭先生をはじめ、このプログラムに関わってくださったすべて

の方々に感謝を申し上げます。本当にありがとうございました。	

	

2017 年度ビジネス・エマージョン・プログラム研究報告書編集者	

蘆田奈央・小川大貴・賈婷婷	
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